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対対象象品品目目 重点品目・主要品目・指定野菜・特定野菜 P  1
①① ブブロロッッココリリーー 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P  2

都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P  3
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P  4
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P  4

②② たたままねねぎぎ 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～3位】、【4位～10位】 P  5
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P  6
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P  7
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P  7

③③ ににんんじじんん 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P  8
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち維持傾向・減少傾向】 P  9
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P10
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P10

④④ ええだだままめめ 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P11
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち減少傾向】 P12
国内生産量＋輸入量の推移 P13
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P13

⑤⑤ ほほううれれんんそそうう 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～3位】、【4位～10位】 P14
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P15
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P16
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P16

⑥⑥ かかぼぼちちゃゃ 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P17
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち減少傾向】 P18
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P19
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P19

⑦⑦ ねねぎぎ 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～3位】、【4位～10位】 P20
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P21
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P22
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P22

⑧⑧ トトママトト 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～3位】、【4位～10位】 P23
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P24
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P25
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P25

⑨⑨ だだいいここんん 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～3位】、【4位～10位】 P26
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P27
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P28
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P28

⑩⑩ キキャャベベツツ 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P29
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P30
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P31
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P31

⑪⑪ ききゅゅううりり 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P32
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P33
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P34
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P34

⑫⑫ レレタタスス 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P35
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P36
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P37
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P37

⑬⑬ ははくくささいい 都道府県別生産量（収穫量）の推移【１～2位】、【3位～10位】 P38
都道府県別生産量（収穫量）の推移【11～20位のうち増加傾向・減少傾向】 P39
国内生産量＋輸入量及び1人当たり購入数量の推移 P40
国内卸売価格・輸入価格及び年平均小売価格等 P40

野菜13品目に関わるデータ整理・分析
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北
海
道

兵
庫
県

佐
賀
県

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

⻑
崎
県
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33

33
29

30

愛
知
県

28
28

27
25

24

静
岡
県

12
13

12
12

13

熊
本
県

13
13

13
13

12

栃
木
県

12
12

11
10

11

香
川
県
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9

8.
4

7.
9

8.
6
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5

富
山
県
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7.
9

7.
7

7.
9
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4

010203040

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【【
4-
10
位

】】

静
岡
県

⻑
崎
県

愛
知
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
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②
た
ま
ね

ぎ

生
産

量
（
収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「長

野
県

」が
増

加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
「岡

山
県

」
「埼

玉
県

」は
直

近
5
年

で
増

減
が

あ
る
も
の

の
、
直

近
1
年

で
は
1
千

ト
ン
規

模
の

増
加

が
み
ら
れ
る
。

一
方

で
、
「愛

媛
県

」
は
2
0
2
1
年

を
除

い
て
は
1
千

ト
ン
前

後
規

模
で
減

少
傾

向
に
あ
り
、
「
千

葉
県

」
「
和

歌
山

県
」
で

は
維

持
や
増

加
の

年
も
あ
る
も
の

の
、
傾

向
と
し
て
は
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。
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6.
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4.
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4.
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6.
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4.
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4.
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4.
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年

20
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年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
増
加
傾
向

】 】

岡
山
県

⻑
野
県

埼
玉
県
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量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向

】】

愛
媛
県

千
葉
県

和
歌
山
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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②
た
ま
ね

ぎ
国

内
生

産
量

（収
穫

量
）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
1
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

と
の

比
例

傾
向

は
み
ら
れ
な
い

。
た
ま
ね
ぎ

は
貯

蔵
に
よ
り
年

間
を
通

じ
て
流

通
す
る
こ
と
か
ら
、
2
0
2
1
年

の
不

作
の

影
響

が
需

給
状

況
に
大

き
く
影

響
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
い

ず
れ
も
2
0
2
2
年

ま
で
増

加
傾

向
に
あ
る
も
の

の
、
直

近
1
年

で
は
2
0
2
2
年

の
大

き
な
上

昇
率

か
ら
減

少
し
、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

も
概

ね
比

例
傾

向
に
あ
る
。
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（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

1,
62

1

1,
58

4

1,
33

8

1,
50

7

1,
42

2
5,

38
6

6,
30

1 5,
71

5

5,
02

3

5,
30

2

4,
50

0

5,
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0

5,
50

0

6,
00

0

6,
50

0

1,
30

0

1,
40

0

1,
50

0

1,
60

0

1,
70

0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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③
に
ん
じ
ん

生
産

量
（
収

穫
量

）
の

多
い

都
道

府
県

は
、
「
北

海
道

」
「
千

葉
県

」
「
徳

島
県

」
「
青

森
県

」
「
長

崎
県

」
の

順
と
な
っ
て
い

る
。

直
近

３
年

に
お
い

て
は
、
最

上
位

の
「北

海
道

」は
緩

や
か
に
減

少
傾

向
、
次

点
の

「千
葉

県
」は

僅
か
に
増

加
傾

向
と

な
っ
て
い

る
。

3
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「長

崎
県

」「
熊

本
県

」で
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。
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年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
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）
の
推
移
【【
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】】
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道
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葉
県

20
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年
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年
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20
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年
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年
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（
収
穫
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）
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移
【【
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10
位

】】

⻑
崎
県

熊
本
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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③
に
ん
じ
ん

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
明

ら
か
に
増

加
傾

向
の

都
道

府
県

は
な
く
、
「兵

庫
県

」
「
香

川
県

」「
静

岡
県

」で
は
比

較
的

維
持

傾
向

に
あ
り
、
「岐

阜
県

」「
新

潟
県

」で
は
直

近
5
年

で
1
千

ト
ン
規

模
の

減
少

傾
向

と
な
っ
て
い

る
。
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年
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都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
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の
う
ち
維
持
傾
向
】 】

兵
庫
県

香
川
県

静
岡
県

6.
0 
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年
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年
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（千トン）

都
道
府
県
別
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産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】 】

岐
阜
県

新
潟
県

※
出
典
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畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
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ー
タ
ベ
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」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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③
に
ん
じ
ん

国
内

生
産

量
（
収

穫
量

）と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
2
0
2
1
年

に
一

時
的

な
増

加
が

み
ら
れ
る
も

の
の

、
そ
の

他
の

年
は
6
0
0
千

ト
ン
規

模
に
留

ま
っ
て
い

る
。
2
0
2
0
年

か
ら
2
0
2
1
年

に
需

給
の

相
違

が
あ
る
も
の

の
、
そ
の

他
の

年
は
1
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

と
比

例
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
概

ね
増

加
傾

向
に
あ
る
が

、
需

給
の

相
違

が
あ
っ
た
2
0
2
0
年

か
ら
2
0
2
1
年

に
つ
い

て
は
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

が
減

少
し
て
い

る
。
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び
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間
購
入
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（円／ｋｇ）
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内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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④
え
だ
ま
め

生
産

量
（
収

穫
量

）
の

多
い

都
道

府
県

は
、
「
北

海
道

」
「
群

馬
県

」
「
千

葉
県

」
「
埼

玉
県

」
「
山

形
県

」
の

順
と
な
っ
て
い

る
。

直
近

3
年

で
は
、
最

上
位

の
「北

海
道

」
は
9
千

ト
ン
規

模
、
次

点
の

「群
馬

県
」は

7
千

ト
ン
規

模
で
維

持
傾

向
と
な
っ
て

い
る
。

3
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「兵

庫
県

」で
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。
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（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
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位
】

兵
庫
県

※
出
典
：農
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業
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機
構
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原
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水
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省
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生
産
出
荷
統
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」
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④
え
だ
ま
め

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
増

加
傾

向
の

都
道

府
県

は
な
く
、
「宮

崎
県

」「
岐

阜
県

」
「
青

森
県

」で
は
僅

か
に
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

1.
4 

1.
2 

1.
2 

1.
1 

1.
0 

1.
4 

1.
2 

1.
2 

1.
2 

0.
9 

1.
0 

1.
0 

1.
0 

0.
6 

0.
7 

012

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

宮
崎
県

岐
阜
県

⻘
森
県

増
加

傾
向

の
都
道
府
県
な
し

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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④
え
だ
ま
め

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
2
0
2
1
年

を
除

い
て
は
年

間
1
0
千

ト
ン
単

位
で
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
概

ね
増

加
傾

向
に
あ
る
が

、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

は
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

81
0

91
1

80
7

81
0

96
2

22
6

22
4

23
2

28
2

29
9

1,
39

3
1,

42
2

1,
40

1
1,

49
6

58
.1

 

64
.1

 

57
.6

 
54

.1
 

35
.0

45
.0

55
.0

65
.0

75
.0

0

40
0

80
0

1,
20

0

1,
60

0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

14
4

13
7

13
7

13
1

12
8

12
0

12
5

13
0

13
5

14
0

14
5

15
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

※
2
0
2
3
年
の
「年

平
均
小
売
価
格
」の

デ
ー
タ
な
し
。

※
「1

人
当
た
り
の
年
間
購
入
数
量
」の

デ
ー
タ
な
し
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「
ベ
ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（
農
林
漁
家
世
帯
を
除
く
）/
速
報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑤
ほ

う
れ

ん
そ
う

生
産

量
（
収

穫
量

）
の

多
い

都
道

府
県

は
、
「
群

馬
県

」
「
埼

玉
県

」
「
千

葉
県

」
「
茨

城
県

」
「
宮

崎
県

」
の

順
と
な
っ
て
い

る
。

直
近

３
年

に
お
い

て
は
、
最

上
位

の
「群

馬
県

」で
は
増

加
傾

向
に
あ
り
、
次

点
の

「埼
玉

県
」で

は
減

少
傾

向
と
な
っ
て

い
る
。

3
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
３
位

の
「
千

葉
県

」
と
4
位

の
「
茨

城
県

」
で
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

千
葉
県

18
.8

19
.4

18
.5

20
.7

20
.1

茨
城
県

16
.1

16
.5

17
.8

18
.1

18
.9

宮
崎
県

16
.1

13
.7

13
.1

12
.2

14
.4

岐
阜
県

11
.5

11
.9

11
.8

11
.0

10
.7

福
岡
県

9.
5

10
.2

10
.1

9.
3

8.
9

神
奈
川
県

8.
1

8.
1

7.
9

7.
7

7.
6

栃
木
県

5.
9

5.
8

6.
2

6.
1

5.
6

熊
本
県

5.
7

5.
0

4.
7

5.
1

5.
4

0510152025

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
3-
10
位
】

千
葉
県

茨
城
県

20
.2

 

22
.4

 

21
.5

 

22
.3

 
22

.4
 

23
.9

 

22
.7

 

22
.8

 

21
.8

 

20
.5

 

1819202122232425

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
1-
2位

】

群
馬
県

埼
玉
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑤
ほ

う
れ

ん
そ
う

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「愛

知
県

」が
僅

か
な
減

少
傾

向
か
ら
増

加
に
転

じ
て

お
り
、
「東

京
都

」で
も
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

一
方

で
、
「北

海
道

」は
直

近
5
年

で
毎

年
0
.5

千
ト
ン
規

模
で
減

少
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
「京

都
府

」「
長

野
県

」「
奈

良
県

」で
は
僅

か
に
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

5.
2 

5.
3 

5.
3 

5.
4 

4.
9 

5.
0 

4.
5 

4.
2 

3.
6 

3.
4 

3.
6 

3.
4 

3.
3 

3.
2 

3.
1 

3.
4 

3.
6 

3.
5 

3.
2 

3.
0 

3456

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

京
都
府

北
海
道

⻑
野
県

奈
良
県

5.
0 

4.
8 

4.
6 

4.
5 

5.
0 

3.
6 

4.
1 

4.
1 

4.
2 

4.
1 

23456

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
増
加
傾
向
】

愛
知
県

東
京
都 ※

出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑤
ほ

う
れ

ん
そ
う

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
直

近
5
年

で
毎

年
減

少
傾

向
に
あ
り
、
1
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

も
2
0
2
2
年

以
降

増
加

か
ら
減

少
に
転

じ
比

例
傾

向
に
あ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
概

ね
増

加
傾

向
に
あ
る
が

、
需

給
の

相
違

が
あ
っ
た
2
0
2
1
年

の
ほ
か
、
2
0
2
3
年

に
つ
い

て
は

小
売

価
格

に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

が
減

少
し
て
い

る
。

26
7

26
2

26
0

25
9

25
9

91
9

1,
01

5
1,

03
5

94
0

90
5

80
0

90
0

1,
00

0

1,
10

0

25
5

26
0

26
5

27
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

52
5

52
8

47
1

52
5

53
2

15
8

15
5

16
4

21
8

21
2

92
8

93
1

85
6

93
9

10
20

56
.6

 
56

.7
 

55
.0

 
55

.9
 

52
.2

 

50
.0

52
.0

54
.0

56
.0

58
.0

60
.0

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑥
か

ぼ
ち
ゃ

生
産

量
（収

穫
量

）の
多

い
都

道
府

県
は
、
「北

海
道

」「
鹿

児
島

県
」「

長
野

県
」「

茨
城

県
」「

長
崎

県
」の

順
と
な
っ
て
い

る
。
直

近
5
年

に
お
い

て
は
、
最

上
位

の
「北

海
道

」で
1
千

ト
ン
前

後
の

増
減

を
繰

り
返

し
、
次

点
の

「鹿
児

島
県

」で
は

概
ね
横

ば
い

と
な
っ
て
い

る
。

3
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「長

野
県

」「
新

潟
県

」で
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
「新

潟
県

」で
は

直
近

2
年

で
1
千

ト
ン
規

模
で
増

加
し
て
い

る
。

88
 

92
 

81
 

94
 

76
 

8.
1 

7.
5 

7.
1 

6.
9 

7.
7 

02040608010
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
１
-２
位
】

北
海
道

鹿
児
島
県

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

⻑
野
県

6.
5

6.
5

7.
0

6.
6

6.
7

茨
城
県

6.
8

6.
5

6.
4

6.
4

6.
4

⻑
崎
県

5.
5

5.
3

5.
0

4.
8

4.
5

沖
縄
県

3.
6

3.
6

3.
5

3.
6

3.
6

神
奈
川
県

4.
3

4.
0

4.
0

3.
8

3.
5

秋
田
県

3.
0

2.
9

3.
0

2.
6

2.
7

新
潟
県

1.
9

1.
8

1.
9

3.
1

2.
7

千
葉
県

3.
8

3.
2

2.
7

2.
4

2.
3

02468

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
３
-１
０
位
】

⻑
野
県

新
潟
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑥
か

ぼ
ち
ゃ

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
増

加
傾

向
の

都
道

府
県

は
な
く
、
「山

形
県

」「
青

森
県

」
「
石

川
県

」「
広

島
県

」で
は
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。
特

に
、
「
山

形
県

」で
は
2
0
2
2
年

に
、
「石

川
県

」で
は
2
0
2
1
年

に
大

き
く
減

少
し
て
い

る
。

2.
7 

2.
8 

2.
8 

2.
8 

2.
2 

2.
4 

2.
3 

2.
6 

1.
7 

2.
5 

2.
1 

2.
0 

1.
9 

2.
3 

2.
2 

2.
0 

1.
9 

1.
8 

123

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

山
形
県

⻘
森
県

石
川
県

広
島
県

増
加

傾
向

の
都
道
府
県
な
し

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）

18



⑥
か

ぼ
ち
ゃ

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
直

近
5
年

で
減

少
傾

向
に
あ
り
、
1
人

当
た
り

の
年

間
購

入
数

量
も
2
0
2
1
年

以
降

増
加

か
ら
減

少
に
転

じ
比

例
傾

向
に
あ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
概

ね
増

加
傾

向
に
あ
る
が

、
需

給
の

相
違

が
あ
っ
た
2
0
1
9
年

か
ら
2
0
2
0
年

に
つ
い

て
は
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

が
増

加
し
て
い

る
。

28
3

27
9

26
7

26
7

21
6

1,
37

0

1,
41

3
1,

38
4 1,

25
3

1,
06

5

1,
00

0

1,
10

0

1,
20

0

1,
30

0

1,
40

0

1,
50

0

20
0

22
0

24
0

26
0

28
0

30
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

19
6

22
5

20
2

21
4

27
3

86
80

90
10

6
14

5

50
6

51
4

50
5

54
1

71
6

38
.7

 

43
.8

 

40
.0

 

39
.6

 
38

.1
 

30
.0

35
.0

40
.0

45
.0

0

20
0

40
0

60
0

80
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「
ベ
ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑦
ね

ぎ

生
産

量
（
収

穫
量

）
の

多
い

都
道

府
県

は
、
「
茨

城
県

」
「
埼

玉
県

」
「
千

葉
県

」
「
大

分
県

」
「
北

海
道

」
の

順
と
な
っ
て
い

る
。

上
位

3
県

の
直

近
5
年

に
お
い

て
は
、
増

加
の

年
も
存

在
す
る
も
の

の
、
傾

向
と
し
て
は
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

4
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「大

分
県

」で
増

加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
直

近
2
年

で
は
2
～

4
千

ト
ン
規

模
で
増

加
し
て
い

る
。

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

大
分
県

16
17

16
18

22

北
海
道

21
22

22
20

20

群
馬
県

21
20

18
18

18

⻑
野
県

16
16

17
17

16

秋
田
県

14
14

15
14

12

栃
木
県

12
12

12
12

12

鳥
取
県

13
12

12
12

10

510152025 （千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
4-
10
位
】

大
分
県

52
 

49
 

52
 

54
 

53
 

57
 

51
 

51
 

49
 

64
 

57
 

54
 

48
 

40455055606570

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
1-
3位

】

茨
城
県

埼
玉
県

千
葉
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑦
ね

ぎ

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「宮

城
県

」で
一

時
増

加
、
「広

島
県

」で
増

加
傾

向
と

な
っ
て
い

る
。

一
方

で
、
「福

島
県

」「
新

潟
県

」で
は
一

部
増

加
の

年
も
あ
る
が

、
「青

森
県

」「
愛

知
県

」を
含

め
て
減

少
傾

向
に
あ
り
、

直
近

の
2
0
2
3
年

で
は
い

ず
れ
も
減

少
し
て
い

る
。

8.
4 

9.
7 

10
 

9.
5 

8.
5 

7.
7 

7.
8 

8.
3 

8.
3 

8.
0 

78910

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
増
加
傾
向
】

宮
城
県

広
島
県

12
 

12
 

12
 

12
 

9.
8 

11
 

9.
9 

11
 

11
 

9.
6 

10
 

8.
8 

9.
0 

10
 

8.
5 

8.
3 

7.
6 

7.
4 

7.
4 

6.
5 

468101214

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

⻘
森
県

福
島
県

新
潟
県

愛
知
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑦
ね

ぎ

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
直

近
5
年

で
2
0
2
2
年

は
増

加
し
て
い

る
も
の

の
減

少
傾

向
に
あ
り
、
1
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

も
2
0
2
0
年

以
降

は
比

例
傾

向
に
あ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
概

ね
増

加
傾

向
に
あ
る
が

、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

は
概

ね
横

ば
い

と
な
っ
て
い

る
。

52
7

49
4

48
4

48
9

47
3

1,
51

8

1,
71

3

1,
58

0

1,
64

9

1,
50

2

1,
30

0

1,
40

0

1,
50

0

1,
60

0

1,
70

0

1,
80

0

46
0

48
0

50
0

52
0

54
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

36
7

38
7

39
3

38
5

43
1

11
4

12
4

16
3

16
6

13
8

67
2

70
5

73
7

71
9

80
5

54
.6

 
54

.9
 

53
.3

 
53

.5
 

53
.5

 

30
.0

40
.0

50
.0

60
.0

70
.0

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）

22



⑧
ト
マ
ト

生
産

量
（
収

穫
量

）
の

多
い

都
道

府
県

は
、
「
熊

本
県

」
「
北

海
道

」
「
愛

知
県

」
「
茨

城
県

」
「
栃

木
県

」
の

順
と
な
っ
て
い

る
。

デ
ー
タ
が

公
表

さ
れ
て
い

る
2
0
1
9
年

、
2
0
2
0
年

の
上

位
3
県

で
み
る
と
、
「熊

本
県

」は
僅

か
に
増

加
、
「北

海
道

」は
増

加
、
「
愛

知
県

」は
僅

か
に
減

少
と
な
っ
て
い

る
。

4
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「福

島
県

」が
1
千

ト
ン
程

度
増

加
し
て
い

る
が

、
そ
の

他
は
減

少
し
て
い

る
。

13
3 

13
5 

61
 

66
 

44
 

43
 

40608010
0

12
0

14
0

16
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
1-
3位

】

熊
本
県

北
海
道

愛
知
県

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

茨
城
県

43
42

栃
木
県

35
32

千
葉
県

32
30

岐
阜
県

24
24

福
島
県

22
23

群
馬
県

24
20

福
岡
県

19
19

1020304050 （千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
4-
10
位
】

福
島
県

※
2
0
2
1
年
以
降
の
デ
ー
タ
な
し
。

※
2
0
2
1
年
以
降
の
デ
ー
タ
な
し
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）

23



⑧
ト
マ
ト

デ
ー
タ
が

公
表

さ
れ
て
い

る
2
0
1
9
年

、
2
0
2
0
年

の
生

産
量

（
収

穫
量

）
1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
で
み
る
と
、

「
青

森
県

」「
大

分
県

」「
広

島
県

」で
僅

か
に
増

加
し
て
い

る
。

一
方

で
、
「宮

崎
県

」「
長

野
県

」「
山

形
県

」で
は
減

少
し
て
い

る
。

18
 

19
 

11
.1

 
11

.2
 

9.
9 

10
.2

 

048121620

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
増
加
傾
向
】

⻘
森
県

大
分
県

広
島
県

19
 

17
.3

 
16

.2
 

13
.3

 
11

.3
 

10
.2

 

46810121416182022

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

宮
崎
県

⻑
野
県

山
形
県

※
2
0
2
1
年
以
降
の
デ
ー
タ
な
し
。

※
2
0
2
1
年
以
降
の
デ
ー
タ
な
し
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑧
ト
マ
ト

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
直

近
5
年

で
2
0
2
1
年

は
増

加
し
て
い

る
も
の

の
減

少
傾

向
に
あ
り
、
1
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

も
比

例
傾

向
に
あ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
増

加
傾

向
に
あ
る
が

、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

は
概

ね
横

ば
い

と
な
っ
て
い

る
。

40
4

42
8

41
2

45
4

48
3

40
5

42
7

44
2

47
8

53
1

70
6

71
6

68
8

74
8

82
9

57
.2

 
59

.8
 

59
.9

 
60

.7
 

58
.3

 

40
.0

50
.0

60
.0

70
.0

80
.0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

70
4

69
5

70
9

68
9

66
1

3,
98

8
3,

96
8

4,
09

5

3,
80

7

3,
64

8

3,
50

0

3,
60

0

3,
70

0

3,
80

0

3,
90

0

4,
00

0

4,
10

0

4,
20

0

46
0

50
0

54
0

58
0

62
0

66
0

70
0

74
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑨
だ
い
こ
ん

生
産

量
（収

穫
量

）の
多

い
都

道
府

県
は
、
「千

葉
県

」「
北

海
道

」「
青

森
県

」「
鹿

児
島

県
」「

神
奈

川
県

」の
順

と
な
っ
て

い
る
。
上

位
3
県

で
み
る
と
、
「千

葉
県

」
は
わ
ず
か
に
増

加
し
、
「北

海
道

」「
青

森
県

」は
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

4
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
横

ば
い

か
減

少
傾

向
が

大
半

で
、
「新

潟
県

」「
長

崎
県

」が
5
年

間
で
1
0
千

ト
ン
程

度
減

少
し
て
い

る
。

14
2 

14
8 

14
8 

14
5 

14
7 

16
2 

14
7 

14
3 

12
9 

12
7 

12
2 

11
6 

11
4 

10
7 

10
3 

40608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
1-
3位

】

千
葉
県

北
海
道

⻘
森
県

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

鹿
児
島
県

94
86

93
90

95

神
奈
川
県

76
74

74
75

73

宮
崎
県

72
68

70
65

63

茨
城
県

57
58

55
54

48

新
潟
県

50
46

49
44

39

⻑
崎
県

51
50

46
41

36

群
馬
県

32
33

33
29

27

2040608010
0

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
4-
10
位
】

⻑
崎
県

新
潟
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑨
だ
い
こ
ん

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
で
み
る
と
、
「岐

阜
県

」が
直

近
4
年

間
で
は
毎

年
1
千

ト
ン
規

模
で

増
加

傾
向

と
な
っ
て
い

る
。

一
方

で
、
「福

島
県

」で
は
2
0
2
0
年

以
降

、
「徳

島
県

」「
長

野
県

」で
は
直

近
5
年

間
は
毎

年
0
.5

～
1
千

ト
ン
程

度
減

少
し
て
い

る
。
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（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
増
加
傾
向
】

岐
阜
県
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20
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20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

徳
島
県

福
島
県

⻑
野
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑨
だ
い
こ
ん

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
直

近
5
年

間
で
は
減

少
傾

向
に
あ
り
、
2
0
2
1

年
以

降
は
1
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

も
比

例
傾

向
に
あ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
国

内
卸

売
価

格
及

び
年

平
均

小
売

価
格

共
に
増

加
傾

向
に
あ
る
も
の

の
、
小

売
価

格
に
占

め
る

卸
売

価
格

の
割

合
は
増

減
し
て
い

る
。
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年
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年
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年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量
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20
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年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
「輸

入
価
格
」の

デ
ー
タ
な
し
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑩
キ
ャ
ベ
ツ

生
産

量
（収

穫
量

）の
多

い
都

道
府

県
は
、
「群

馬
県

」「
愛

知
県

」「
千

葉
県

」「
茨

城
県

」「
鹿

児
島

県
」の

順
と
な
っ
て
い

る
。
直

近
３
年

に
お
い

て
は
、
最

上
位

の
「群

馬
県

」で
は
僅

か
に
減

少
傾

向
で
あ
り
、
次

点
の

「愛
知

県
」で

は
増

加
傾

向
に
あ
る
。

３
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
1
0
0
千

ト
ン
前

後
規

模
で
は
「千

葉
県

」、
5
0
千

ト
ン
前

後
規

模
で
は
「熊

本
県

」が
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。
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都
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別
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量
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収
穫
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の
推
移
【
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】
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（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【【
３
-1
0位

】】

千
葉
県

熊
本
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑩
キ
ャ
ベ
ツ

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「静

岡
県

」が
直

近
５
年

で
毎

年
１
～

２
千

ト
ン
規

模
で

増
加

傾
向

に
あ
る
ほ
か
、
「
三

重
県

」「
広

島
県

」も
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

一
方

で
、
「兵

庫
県

」は
直

近
５
年

で
毎

年
１
～

２
千

ト
ン
規

模
で
減

少
傾

向
に
あ
り
、
「福

岡
県

」「
岡

山
県

」で
は
維

持
や

増
加

の
年

も
あ
る
も
の

の
、
傾

向
と
し
て
は
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。
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都
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府
県
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量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【 【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向

】】

兵
庫
県

福
岡
県

岡
山
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑩
キ
ャ
ベ
ツ

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
直

近
３
年

で
は
減

少
傾

向
に
あ
り
、
１
人

当
た

り
の

年
間

購
入

数
量

も
2
0
1
9
年

を
除

い
て
は
概

ね
比

例
傾

向
に
あ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
国

内
卸

売
価

格
及

び
年

平
均

小
売

価
格

共
に
直

近
３
年

で
増

加
傾

向
に
あ
る
も
の

の
、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

は
小

売
価

格
ほ
ど
の

増
加

率
で
は
な
く
、
輸

入
価

格
も
僅

か
に
減

少
し
て
い

る
。
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年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量
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（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑪
き
ゅ
う
り

生
産

量
（収

穫
量

）の
多

い
都

道
府

県
は
、
「千

葉
県

」「
北

海
道

」「
青

森
県

」「
鹿

児
島

県
」「

神
奈

川
県

」の
順

と
な
っ
て

い
る
。
最

上
位

の
「千

葉
県

」、
次

点
の

「北
海

道
」で

は
、
年

に
よ
り
増

減
が

あ
る
も
の

の
、
直

近
1
年

で
は
減

少
し
て
い

る
。 ３
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
4
0
千

ト
ン
前

後
規

模
で
は
「鹿

児
島

県
」、

3
0
千

ト
ン
前

後
規

模
で
は
「神

奈
川

県
」、

1
5
千

ト
ン
前

後
規

模
で
は
「
新

潟
県

」で
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑪
き
ゅ
う
り

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「岩

手
県

」「
長

野
県

」が
横

ば
い

も
し
く
は
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

一
方

で
、
「愛

知
県

」「
岐

阜
県

」で
は
直

近
5
年

で
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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都
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県
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（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

愛
知
県

岐
阜
県
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⑪
き
ゅ
う
り

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
直

近
３
年

で
は
減

少
傾

向
に
あ
り
、
2
0
2
1
年

以
降

は
１
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

と
概

ね
比

例
傾

向
に
あ
る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
国

内
卸

売
価

格
及

び
年

平
均

小
売

価
格

共
に
、
直

近
３
年

で
増

加
傾

向
に
あ
り
、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

も
概

ね
比

例
傾

向
に
あ
る
。
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2,
56

2

2,
42

3

2,
30

0

2,
40

0

2,
50

0

2,
60

0

2,
70

0

2,
80

0

54
5

55
0

55
5

56
0

56
5

57
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

31
6

35
4

29
7

30
8

34
4

88
83

89
11

1
11

5

59
3

62
8

57
5

58
8

65
1

53
.3

 

56
.4

 

51
.7

 
52

.4
 

52
.8

 

46
.0

48
.0

50
.0

52
.0

54
.0

56
.0

58
.0

60
.0

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑫
レ
タ
ス

生
産

量
（
収

穫
量

）
の

多
い

都
道

府
県

は
、
「
長

野
県

」
「
茨

城
道

」
「
群

馬
県

」
「
長

崎
県

」
「
静

岡
県

」
の

順
と
な
っ
て
い

る
。

最
上

位
の

「長
野

県
」、

次
点

の
「
茨

城
県

」共
に
、
直

近
5
年

で
は
概

ね
横

ば
い

傾
向

と
な
っ
て
い

る
。

３
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「群

馬
県

」が
5
5
千

ト
ン
前

後
規

模
で
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

19
8 

18
2 

17
9 

18
3 

18
2 

86
 

92
 

87
 

87
 

84
 

05010
0

15
0

20
0

25
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
1-
2位

】

⻑
野
県

茨
城
県

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

群
馬
県

52
55

55
57

58

⻑
崎
県

36
36

35
37

35

静
岡
県

25
26

25
26

25

兵
庫
県

30
29

26
24

23

熊
本
県

18
16

17
18

19

福
岡
県

18
17

15
16

15

香
川
県

18
17

15
14

15

北
海
道

13
15

15
13

11

020406080 （千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
3-
10
位
】

群
馬
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑫
レ
タ
ス

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「神

奈
川

県
」が

2
0
2
1
年

に
増

加
以

降
横

ば
い

傾
向

の
ほ
か
、
「岡

山
県

」が
2
0
2
1
年

以
降

、
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

一
方

で
、
「岩

手
県

」「
栃

木
県

」は
2
0
2
1
年

以
降

、
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

0.
0 

0.
0 

3.
0 

2.
8 

2.
8 

1.
5 

1.
7 

1.
6 

2.
2 

2.
5 

01234

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
増
加
傾
向
】

神
奈
川
県

岡
山
県

10
 

10
 

10
 

8 
9.

1 

5.
1 

5.
3 

4.
8 

4.
3 

3.
7 

024681012

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

岩
手
県

栃
木
県

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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⑫
レ
タ
ス

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
2
0
2
1
年

ま
で
の

減
少

以
降

は
横

ば
い

の
傾

向
に
あ
り
、
１
人

当
た
り
の

年
間

購
入

数
量

は
2
0
2
2
年

の
減

少
以

降
は
横

ば
い

傾
向

と
な
っ
て
い

る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
国

内
卸

売
価

格
及

び
年

平
均

小
売

価
格

共
に
直

近
３
年

で
増

加
傾

向
に
あ
り
、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

は
2
0
2
0
年

以
降

増
加

傾
向

と
な
っ
て
い

る
。

57
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3

54
3

55
2

54
6

2,
01
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2,
13

2

2,
20

0

2,
00
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2,
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1,
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0

1,
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0

2,
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0

2,
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0

2,
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0

2,
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0

2,
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0

2,
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0

52
0
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0
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0
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0
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0

57
0
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0

59
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

18
0

16
7

16
9

18
6

18
9

12
1

13
5

15
3

12
9

14
7

42
9

43
2

41
8

44
5

46
2

42
.0

 

38
.7

 

40
.4

 
41

.8
 

40
.9

 

34
.0

36
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38
.0

40
.0

42
.0

44
.0

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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⑬
は

く
さ
い

生
産

量
（
収

穫
量

）
の

多
い

都
道

府
県

は
、
「
長

野
県

」
「
茨

城
道

」
「
群

馬
県

」
「
長

崎
県

」
「
静

岡
県

」
の

順
と
な
っ
て
い

る
。

最
上

位
の

「長
野

県
」は

直
近

5
年

で
増

加
傾

向
、
次

点
の

「茨
城

県
」は

横
ば
い

傾
向

だ
が

、
直

近
1
年

で
は
減

少
し
て
い

る
。 ３
位

か
ら
1
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「群

馬
県

」が
3
0
千

ト
ン
前

後
規

模
で
、
「北

海
道

」が
2
5
千

ト
ン
前

後
規

模
で
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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22
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23
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22
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0
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0

22
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0
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5
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0
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5

25
0

25
5

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
1-
2位

】

⻑
野
県

茨
城
県

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

群
馬
県

30
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⻑
崎
県

23
23

25
25

23

静
岡
県

23
24

24
23

23

兵
庫
県

22
25

24
23

23

熊
本
県

21
20

23
21

20

福
岡
県

22
21

21
19

20

香
川
県

22
22

22
20

19

北
海
道

26
26

23
24

18

1520253035 （千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移
【
3-
10
位
】

北
海
道

群
馬
県
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⑬
は

く
さ
い

生
産

量
（収

穫
量

）1
1
位

か
ら
2
0
位

の
都

道
府

県
を
み
る
と
、
「徳

島
県

」が
増

加
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
「栃

木
県

」「
埼

玉
県

」も
僅

か
に
増

加
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

一
方

で
、
「岩

手
県

」は
2
0
2
0
年

以
降

、
減

少
傾

向
と
な
っ
て
い

る
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」
）
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14
.8
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8.
4 

7.
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3 

9.
1 

9.
2 

6.
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0 

8.
3 

8.
4 

8.
3 

0481216

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
増
加
傾
向
】

徳
島
県

栃
木
県

埼
玉
県

21
 

21
 

19
 

18
 

17
.2

 

10152025

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

（千トン）

都
道
府
県
別
生
産
量
（
収
穫
量
）
の
推
移

【
11
-2
0位

の
う
ち
減
少
傾
向
】

岩
手
県
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⑬
は

く
さ
い

国
内

生
産

量
（収

穫
量

）
と
輸

入
量

を
足

し
た
国

内
流

通
量

を
み
る
と
、
2
0
2
1
年

以
降

減
少

傾
向

に
あ
り
、
１
人

当
た

り
の

年
間

購
入

数
量

も
2
0
2
0
年

以
降

減
少

傾
向

と
な
っ
て
い

る
。

価
格

に
つ
い

て
は
、
国

内
卸

売
価

格
及

び
年

平
均

小
売

価
格

共
に
2
0
2
1
年

に
一

度
減

少
す
る
も
、
そ
れ
以

降
は
増

加
傾

向
に
あ
り
、
小

売
価

格
に
占

め
る
卸

売
価

格
の

割
合

も
2
0
2
1
年

以
降

増
加

傾
向

と
な
っ
て
い

る
。

※
出
典
：農

畜
産
業
振
興
機
構
「ベ

ジ
探
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
原
資
料
：農

林
水
産
省
「野

菜
生
産
出
荷
統
計
等
」、

財
務
省
「貿

易
統
計
」、

総
務
省
「家

計
調
査
報
告
（
二

人
以
上
の
世
帯
（農

林
漁
家
世
帯
を
除
く
）
/速

報
」、

農
林
水
産
省
「青

果
物
卸
売
市
場
調
査
」、

総
務
省
「小

売
物
価
統
計
調
査
」）
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年

20
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年

（グラム）

（千トン）

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
及
び
１
人
当
た
り
購
入
数
量
の
推
移

国
内
生
産
量
＋
輸
入
量

年
間
購
入
数
量

59
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63

71
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53
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68
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3
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4
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3
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8
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5
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20
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年
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20
年

20
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年

20
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年

20
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年

（％）

（円／ｋｇ）

国
内
卸
売
価
格
・
輸
入
価
格
及
び
年
平
均
小
売
価
格
（
東
京
都
区
部
）

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
の
推
移

国
内
卸
売
価
格

輸
入
価
格
（
CI
F価
格
）

年
平
均
小
売
価
格

小
売
価
格
に
占
め
る
卸
売
価
格
の
割
合
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